
地域一体となり住民が主役になる「チャレンジデー」

～認知度向上、クラブの飛躍へ効果あり～

（大森スポーツクラブさくら　秋田県横手市）

メルマガ７月（57号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜特集＞　クラブをわかりやすく伝える～住民との共感プロセス　　　　　　　　
　　　　　印象に残る方法で、まず「存在」を知ってもらう②

１．「地域住民が主役」のイベントを検討

　クラブのある横手市大森地域（旧大森町）は、県内陸南部にある横手市を含め８市町村により
合併、平成17年、新たに秋田県第２の都市として誕生しました。大森スポーツクラブさくらは平
成22年3月に設立されましたが、「チャレンジデー」への参加は平成21年度から始めています。合
併後の地域づくり、総合型クラブの認知度の向上を目的に、クラブ員の確保も視野に入れての取
り組みです。
　準備段階で対応を考えたクラブの課題のなかでも、大きな壁となる重要な課題は、「地域住民
のクラブに対する認知度を高め、クラブ員を確保する」ことでした。単発事業の実施、パンフレッ
トによる広報などがありますが、印象に残る効果は十分とは言えません。地域住民が自らスポー
ツを楽しみ、一体となり主役になれる総合的なプランを検討した結果、カナダで生まれた住民総
参加型スポーツイベント「チャレンジデー」に出会いました。

２．「チャレンジデー」とは

　「チャレンジデー」は、毎年５月の最終水曜日に、全国的に行なわれる住民総参加型スポーツイ
ベントです。当日午前0時～午後9時までの間に、15分以上運動をした住民の数をカウントし、対戦
相手の自治体・地域と人口に占める参加率を競い合います。敗れた自治体は、勝利した自治体の旗
を地元庁舎のメーンポールに掲げなければならないというユニークなルールが設けられています。

３．事業啓発とともにクラブの認知度が上がる

　事業の啓発とともに、当初のねらいであるクラブ
の認知度が上がり、会議等で話題になりました。開
催当日は、各地域はもちろん、行政を含めスポーツ
関係機関、職場、学校、保育園、幼稚園など地域全
域の協力により終日取り組み、大勢の人の参加で各
地域において充実感に溢れました。　
平成2１年5月27日（水）、晴天、参加率は56.2％、
平成22年5月26日（水）では、冬が逆戻りしたよう
な悪天候にもかかわらず、72.4％と昨年度を大幅に
上回る参加がありました。クラブ員の数も急速に伸
びるという効果が確実に現れており、当初の目的を
十分に果たせたのではないかとクラブでは分析して
います。

　「チャレンジデー」の実施にあたって
は、クラブを主体に実行委員会を組織し
て情報収集に努めました。大森地域の
「良さ」を十分に生かし、「地域住民が
主役」に重点を置きブレがないように、
年齢、性別を問わず誰もが気軽に参加で
きる無理のないプランづくりを心がけま
した。



（田中忠夫　秋田県クラブ育成アドバイザー ）

　１．設立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　設立年：平成22年3月27日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　経緯：平成20～21年度の支援事業により、2年間にわたる取り組みの中で設立

　２．地域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　人口：約10万4千人 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　特性：東の奥羽山脈、西の出羽丘陵に囲まれた横手盆地の中央に位置し、東西35.2
　　　　　ｋｍ、南北45.4ｋｍに広がり、秋田県を代表する米どころの水田地帯が形成
　　　　　されている

　３．クラブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　会員数：157名（設立時75名） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　予算規模：313万円

　４．連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　〒013-0514　秋田県横手市大森町字大中島263　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　横手市教育委員会大森生涯学習センター 　　　　　　　　　　　　　
　　　　　 　　　TEL:0182-26-4073　FAX:0182-26-3200　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　Email：Sasaki-masaki-a@city.yokote.le.jp 　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【大森スポーツクラブさくら プロフィール】

関連リンク：田中忠夫氏プロフィール（ページ下） http://www.japan-sports.or.jp/local/outline/adviser/5.html
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４．クラブにとっての自信につながる

　この事業を通じて、誰もが参加して競い合うス
ポーツの楽しさや、それによる一体感など、クラ
ブの「存在意義」を、地域住民に印象深く理解し
てもらうことができました。クラブ員にとっては
クラブがなぜ地域に貢献するかを考える機会にな
り、行動や実践で得た事がクラブにとって大きな
自信となりました。この事業を契機に、体育施設
の管理受託、指定管理業務の情報が出てきており、
クラブ運営における財政面での大きな期待が高ま
ります。
クラブでは専任のクラブマネジャーの配置を行っ
ていますが、本格的なクラブ運営にはまだ足踏み
の状態です。現状に満足する事なく、この事業で
経験したことを糧にクラブが地域づくりの担い手
になれるよう、日々の事業にも取り組んでいきま
す。


